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地域の方と生徒による息の合ったもちつき地域の方と生徒による息の合ったもちつき

地域ボランティアによる豚汁づくり地域ボランティアによる豚汁づくり大とんど大とんど

元気いっぱいのソーラン節元気いっぱいのソーラン節

生徒によるフランクフルトの販売生徒によるフランクフルトの販売
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平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

11
月

１
日　

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
第
１
回
理
事
会

５
日　

埼
玉
県
春
日
部
市
来
柏

　
　
　

大
和
川
下
流
流
域
下
水
道

組
合
議
会

６
日　

藤
井
寺
市
柏
原
市
学
校
給

食
組
合
議
会

　
　
　

愛
知
県
愛
西
市
来
柏

７
日　

柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防

組
合
議
会

　
　
　

図
書
館
協
議
会

８
日　

柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
議

会

12
日　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
総

会

13
～
14
日　

決
算
特
別
委
員
会

14
日　

中
部
市
議
会
議
長
会
定
例

会

15
日　

第
５
回
政
務
調
査
費
検
討

会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
議

員
研
修
会

19
日　

正
副
幹
事
長
会

21
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

　
　
　

柏
原
市
都
市
計
画
審
議
会

22
日　

香
川
県
観
音
寺
市
来
柏

26
日　

正
副
幹
事
長
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

柏
原
市
教
育
憲
章
制
定
検

討
委
員
会

27
日　

定
例
本
会
議（
議
案
説
明
）

　
　
　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

12
月

３
日　

農
業
委
員
会

10
日　

正
副
幹
事
長
会

11
日　

定
例
本
会
議
（
議
案
質
疑�

・
一
般
質
問
）

12
日　

定
例
本
会
議
（
議
案
質
疑�

・
一
般
質
問
）

13
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

14
日　

総
務
文
教
委
員
会
・
委
員

協
議
会

17
日　

市
民
福
祉
委
員
会

18
日　

建
設
産
業
委
員
会

19
日　
（
仮
）国
分
東
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
特
別
委
員
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

正
副
幹
事
長
会

21
日　

定
例
本
会
議
（
各
委
員
長

報
告
・
採
決
）

　
　
　

大
和
川
右
岸
水
防
事
務
組

合
議
会

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

１
月

10
日　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会

11
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

15
日　

農
業
委
員
会

17
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　
　

中
部
市
議
会
議
長
会
議
員

研
修
会

21
日　
（
仮
）国
分
東
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
特
別
委
員
会

24
日　

千
葉
県
富
里
市
来
柏

25
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

29
日　

埼
玉
県
草
加
市
来
柏

30
日　

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
来
柏

31
日　

柏
原
市
教
育
憲
章
制
定
検

討
委
員
会

国分中学校区青少年健全育成連絡会



元気いっぱいに走りまわる子どもたち（堅下南小学校）
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　今定例会では、12月11、12日の２日間にわたり、議案に対す
る質疑及び市政一般に対する質問について活発な論議が展開され
ました。主な内容は次のとおりです。

市民にやさしい安心できる
　　　　まちづくりをめざして
市民にやさしい安心できる
　　　　まちづくりをめざして

　

問　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン（
教
室
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

現
在
、
各
小
学
校
に
子
ど
も
教

室
実
行
委
員
会
を
設
立
し
て
い
た
だ

き
、
５
小
学
校
と
１
団
体
で
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
毎
週
水

曜
日
の
放
課
後
や
土
曜
日
を
利
用
し
、

マ
ン
ガ
教
室
、
竹
馬
、
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
活
動
を
行
い
、
地
域
交
流
を
深
め

自
主
性
、
協
調
性
な
ど
子
ど
も
の
心
を

育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

要
望　

会
派
で
視
察
し
た
東
京
都
江

戸
川
区
で
は
、
職
員
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
、
放
課
後
・
土
曜
日
に

「
す
く
す
く
ス
ク
ー
ル
」
が
運
営
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
「
す
く
す
く
ス
ク
ー
ル
」

は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
を
対

象
に
「
一
般
登
録
」
と
「
学
童
ク
ラ
ブ

登
録
」
に
分
け
て
あ
り
、
授
業
終
了
後

受
付
を
済
ま
せ
て
広
い
学
校
空
間
を
活

用
し
て
、
お
も
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
夜
は
早
く
寝
て
、
朝
早
く
起
き

ご
飯
も
し
っ
か
り
食
べ
る
子
ど
も
が
増

え
、
良
い
生
活
リ
ズ
ム
が
創
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
本
市
の
「
子
ど
も
教

室
」
の
よ
り
充
実
を
要
望
す
る
。

の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
間
、
財
政
難
を

理
由
に
、
福
祉
制
度
や
暮
ら
し
を
守
る

市
独
自
の
制
度
を
打
ち
切
り
、
市
民
サ�

ー
ビ
ス
の
低
下
や
市
民
に
痛
み
を
押
し

付
け
る
改
革
が
さ
れ

て
き
た
。
私
共
の
会

派
の
見
解
は
、
あ
の

土
地
を
買
い
、
事
業

を
進
め
る
よ
り
も
、
そ
の
お
金
を
市
民

の
切
実
な
要
求
で
あ
る
国
保
料
・
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
や
少
人
数
学
級
の

充
実
な
ど
、「
福
祉
・
教
育
・
く
ら
し
」

の
た
め
に
使
う
べ
き
で
あ
り
、
今
の
段

階
で
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　11月27日の本会議において、総合スポーツ公園の調
査研究を目的とした（仮）国分東総合スポーツ公園特
別委員会を設置し、12月12日の本会議において下記の
特別委員会の委員を選任いたしました。
　　委員長　笠井　和憲　　副委員長　乾　　　一
　　委　員　大坪　教孝　　委　員　中村　保治
　　委　員　寺田　悦久　　委　員　荒藤　光子
　　委　員　乾　　幸三

（仮）国分東総合スポーツ公園
� 特別委員会を設置

　

問　

議
案
第
73
号
「
一
般
会
計
補
正

予
算
」
の
債
務
負
担
行
為
補
正
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

こ
の
債
務
負
担
行
為
補
正
は
、

仮
称
国
分
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
用
地

先
行
取
得
の
費
用

を
、
土
地
開
発
公
社

が
金
融
機
関
か
ら
借

り
入
れ
、
返
済
で
き

な
い
場
合
、
市
が
代
わ
っ
て
返
済
を
行

う
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

要
望　

今
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市

街
地
か
ら
離
れ
た
不
便
な
国
分
東
条
砕

石
場
の
跡
地
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
民

地
域
で
育
む

第
２
の
学
校
を
！

公
　
明
　
党

東
条
の
砕
石
場
跡
地
を

購
入
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て

日
本
共
産
党



スタッフルームでの打ち合わせ
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市議会の会議録を
� ホームページで閲覧できます

　柏原市のインターネットホームページ表紙の ｢柏原
市議会｣ をクリックしていただくと、市議会会議録や
市議会の情報等がご覧になれます。
　　柏原市のホームページアドレス
　　　 http://www.city.kashiwara.osaka.jp/
　またEメールによる柏原市議会へのご意見、お問い
合わせも受け付けております。
　　柏原市議会のEメールアドレス
　　　 gikai@city.kashiwara.osaka.jp

　

問　

市
立
柏
原
病
院
の
経
営
状
況
と

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

平
成
18
年
度
の
決
算
で
は
、
単

年
度
赤
字
が
約
14
億
円
と
な
り
、
平
成

19
年
度
に
お
い
て
は
約
10
億
円
の
赤
字

が
見
込
ま
れ
、
経
営
状
況
は
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
各
診
療
科

の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
救
急
医
療
や
高
度
な
医

　

問　

柏
原
市
の
職
員
の
地
域
手
当
を

３
％
と
決
定
さ
れ
た
根
拠
と
、
実
施
し

た
場
合
、
平
均
給
与
の
職
員
で
年
額
い

く
ら
の
減
収
に
な
る
か
。

　

答　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
従
来
の

調
整
手
当
に
か
わ
り
、
民
間
賃
金
の
地

域
格
差
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
地
域
手
当
が

新
設
さ
れ
た
。
従
来

の
調
整
手
当
は
、
民

間
賃
金
、
物
価
、
生
計
費
の
要
素
に
基

づ
き
支
給
さ
れ
た
が
、
地
域
手
当
は
民

間
賃
金
を
重
視
す
る
手
当
で
あ
る
。

　

地
域
手
当
は
、
民
間
の
給
与
指
数
を

１
０
０
と
し
、
95
以
上
の
指
数
の
あ
る

療
を
担
う
基
幹
病
院
と
し
て
、
特
色
あ

る
地
域
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

問　

救
急
医
療
に
つ
い
て
問
う
。

　

答　

現
状
の
医
師
体
制
で
は
救
急
医

療
の
実
施
は
困
難
で
あ
り
、実
施
に
は
、

さ
ら
に
医
師
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

　

要
望　

医
療
体
制
の
充
実
を
目
指
し

医
師
の
入
れ
替
え
等
を
行
っ
た
が
、
市

民
へ
の
浸
透
度
は
不
充
分
で
あ
る
。
経

営
健
全
化
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い

て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
り
、
医
師

の
確
保
を
中
心
に
特
色
あ
る
地
域
医
療

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

愛
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
一
層
の
経

営
努
力
を
要
望
す
る
。

市
町
村
に
対
し
て
、
支
給
割
合
を
３
％

か
ら
18
％
の
６
段
階
に
国
の
支
給
基
準

が
設
定
さ
れ
、
本
市
で
は
３
％
に
指
定

さ
れ
た
。

　

平
均
給
料
職
員
の
減
収
に
つ
い
て
は

期
末
、
勤
勉
手
当
を
含
め
て
年
間
41
万

１
０
０
０
円
が
減
収

と
な
る
。

　

要
望　

市
広
報
12

月
号
に
、「
柏
原
市

に
於
き
ま
し
て
は
、
国
の
基
準
通
り
平

成
22
年
度
迄
に
３
％
に
改
定
致
し
ま

す
。」
と
掲
載
さ
れ
た
が
、
実
施
さ
れ

る
前
に
職
員
組
合
と
交
渉
さ
れ
、
了
解

を
得
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

問　

本
市
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
、
69
億
円
の
予

算
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
が
達
成
で

き
る
の
か
。

　

答　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
「
柏

原
市
新
行
財
政
計

画
」
に
お
い
て
５
カ

年
で
69
億
円
の
削
減

を
目
標
と
し
て
、
実

質
収
支
の
黒
字
を
維
持
し
、
財
政
の
健

全
化
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
平

成
17
年
度
及
び
18
年
度
の
２
年
間
で
約

20
億
円
の
削
減
を
行
っ
た
。

　

問　

総
務
省
は
、
平
成
19
年
12
月
に

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
の
具
体
的
数
値
基
準
を

示
し
た
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

あ
く
ま
で
も
概
算
で
あ
る
が
、

総
務
省
の
示
し
た
基
準
に
よ
る
と
、
本

市
の
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
24
・

４
％
と
な
る
。

　
要
望　

財
政
健
全

化
に
向
け
て
は
、
予

想
以
上
の
実
績
を
上

げ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
い
る

が
、
総
務
省
が
示
し
た
基
準
で
は
20
％

ま
で
が
「
早
期
健
全
化
団
体
」
で
あ
る
。

24
・
４
％
で
は
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
か

ら
今
後
も
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

柏
原
市
の
職
員

の
地
域
手
当

市
民･

自
民
ク
ラ
ブ

今
後
の
病
院

運
営
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
政
新
会

市
の
財
政
を
問
う

自
由
民
主
党
新
進
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陳　
　

情　
　

等

○
選
挙
権
の
年
齢
引
き
下
げ
を
求
め
る
要
望

�

社
民
党
柏
原
支
部

○
玉
手
浄
水
場
更
新
事
業
に
つ
い
て
の
陳
情

�

柏
原
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組
合

�

（
以
上
の
陳
情
は
、
議
長
預
か
り
と
な
り
ま
し
た
。）

○
少
人
数
学
級
を
す
す
め
、
ど
の
子
に
も
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

を
保
障
す
る
た
め
の
要
望

�

柏
原
市
の
30
人
学
級
を
す
す
め
る
会

○
柏
原
駅
前
再
開
発
に
伴
う
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て
の
陳
情

�

清
州
南
町
会
区
長
他
１
名

�

（
以
上
の
陳
情
は
、
理
事
者
送
付
と
な
り
ま
し
た
。）

12 月 議 会 で 決 め た こ と
◇平成18年度柏原市一般会計歳入歳出決算の認定について
◇平成18年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳

入歳出決算の認定について
◇平成18年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上

診療所）歳入歳出決算の認定について
◇平成18年度柏原市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について
◇平成18年度柏原市老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算の

認定について
◇平成18年度柏原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について
◇平成18年度柏原市柏原駅西口地区市街地再開発事業特別会計

歳入歳出決算の認定について
◇平成18年度柏原市市立柏原病院事業決算の認定について
◇平成18年度柏原市水道事業決算の認定について�（以上、認定）
◇専決処分報告（損害賠償の額の決定及び和解について）につ

いて� （報告）
◇専決処分報告（工事請負契約の締結について）について
� （承認）
◇公平委員会委員（浦野かをる氏）の選任につき同意を求める

ことについて
◇教育委員会委員（安藤和範氏）の任命につき同意を求めるこ

とについて� （以上、同意）
◇公の施設（柏原市立柏原南コミュニティ会館）の指定管理者

の指定について
◇寝屋川南部広域下水道組合の解散及び財産処分に関する協議

について
◇大和川下流流域下水道組合の解散及び財産処分に関する協議

について
◇柏原市の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部改正について
◇職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の一部改

正について
◇柏原市老人医療費の助成に関する条例の一部改正について
◇平成19年度柏原市一般会計補正予算（第３号）
◇平成19年度柏原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
◇平成19年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
◇平成19年度柏原市柏原駅西口地区市街地再開発事業特別会計

補正予算（第２号）
◇一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について
◇平成19年度柏原市一般会計補正予算（第５号）
◇平成19年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号）
◇平成19年度柏原市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
◇平成19年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
◇平成19年度柏原市柏原駅西口地区市街地再開発事業特別会計

補正予算（第３号）
◇平成19年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第２号）
� （以上、原案可決）
◇平成19年度柏原市一般会計補正予算（第４号）
� （閉会中継続審査）
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月　　日 会 議 名 内　　容
２月21日（木）本 　 会 　 議 市政運営方針演説、議案説明
３月10日（月）本 　 会 　 議

市政運営方針に対す
る質問及び議案質疑

　　11日（火）本 　 会 　 議
　　12日（水）本 　 会 　 議
　　13日（木）本 　 会 　 議
17日（月）・18日（火） 総務文教委員会

付託議案審査19日（水）・21日（金） 市民福祉委員会
24日（月）・25日（火） 建設産業委員会
　　28日（金）本 　 会 　 議 各委員長報告、採決

本会議・委員会を傍聴しませんか

第１回定例会（予定）

　本会議・委員会開会当日、受付にて受付簿に住所・
氏名等を記入するだけで簡単に傍聴できますので、お
気軽にお越しください。
　なお、一般傍聴者の定員は、本会議20名、委員会10
名です。
　傍聴の詳しい方法やわからない点等がありました
ら、議会事務局972－1501（代表）内線3113・3114
までお問い合わせください。
　第１回定例会（３月議会）の開催予定は次のとおり
です。

※いずれの会議も午前10時からです。� ※日程は変更する場合があります。
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○
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）


